
 

 
 

 
 

■概 要 

煙突、高層ビルなど塔状コンクリート構造物の解体では、安全の確保と環境の保全が大きな課題となって

います。この課題を解決し、しかも短い工期、低いコストでの施工を実現したのがＮＯＣＣ工法です。 

クレーンによりＮＯＣＣ機を吊り下げ、地上からの無線遠隔操作によりＮＯＣＣ機の旋回・圧砕を行います。

ＮＯＣＣ機には上部に油圧ユニット・発電機・無線送受信機、下部旋回台には油圧圧砕機・ずりバケット・テレ

ビカメラを備えたＲＣ構造物解体システムです。 

1985 年に新日本製鐵と共同開発し、数々の実績を重ねてきましたが、阪神大震災の復旧・復興工事にお

いても、大きな威力を発揮しました。 

 

■用 途 

・煙突、高層ビルなど塔状コンクリート構造物の解体に適用可能です。さらに、下部アタッチメントを変えるこ

とにより、ＮＯＳＣ（鉄骨建屋解体）工法として、工場の高層鉄骨建屋の解体にも実績があります。 

 

■特 長 

1．高所での人力作業がほとんどないため、安全性に優れています。 

2．機械施工のため解体速度が速く、工期短縮が図れます。 

3．仮設工事が少なくて済み、コストダウンが可能となります。 

4．倒壊工法に比較して、その場で小さく破砕できるため、より低振動、低騒音です。 
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■実 績（2009 年 1 月現在の解体総延長は約 3,000ｍ、本数 57 本） 

・新日鐵戸畑２高炉煙突解体       ：ＲＣ造 Ｈ＝87m   1989．3 

・九州電力唐津発電所１号煙突解体   ：ＲＣ造 Ｈ＝100m   1991．3 

・神戸市営本山第１住宅１号棟解体   ：ＲＣ造 Ｈ＝37m   1995．2 

・豊中伊丹クリーンランド煙突解体   ：ＲＣ造 Ｈ＝45m 1995．6 

・田川市清掃センターゴミ焼却炉煙突解体工事：ＲＣ造 Ｈ＝59ｍ   1997．6 

・直方市清掃工場煙突解体工事 ：ＲＣ造 Ｈ＝59ｍ    1999．11 

・JR 九州小倉寮吸水塔解体工事 ：ＲＣ造 Ｈ＝22.5ｍ    2003．7 

・新日鐵大分２高炉水砕排気塔解体    ：ＲＣ造 Ｈ＝60m 2 本   2004．3 

・太平洋セメント埼玉工場煙突解体    ：ＲＣ造 Ｈ＝70m    2005．12 

・大分県旧中津市じん芥清掃工場煙突解体 ：ＲＣ造 Ｈ＝50m    2009．1  他多数 
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